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若
葉
の
季
節
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

我
孫
子
市
と
沼
南
町
を
結
ん
で
ら
皿
月
末
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
※
①
②
③
の
ど
こ
で
も
借
り
ら

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
ま
す
。
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
れ
、
ど
こ
で
も
返
せ
ま
す
。

ざ
ら
に
、
柏
市
と
も
実
施
に
向
け
※
夏
休
み
期
間
中
は
、
平
日
も
実
施
※
身
分
を
証
明
す
る
も
の
を
持
参

て
検
討
中
で
す
。
し
ま
す
（
月
曜
日
を
除
く
）
。
し
て
く
だ
き
い
。

最
初
は
、
手
蛮
沼
公
園
に
あ
る
貸
し
出
し
。
返
却
場
所
料
金
１
日
３
０
０
円
（
小
学
生

レ
ン
タ
サ
ィ
ク
ル
車
を
使
用
し
ま
①
手
擬
沼
公
園
以
下
は
１
０
０
巴

す
が
、
８
月
ま
で
に
新
車
を
導
入
②
子
イ
ク
ル
パ
ー
ク
天
王
台
南
芙
固
爾
）
あ
ゆ
み
の
郷
公
社
垂
７

し
ま
す
。
王
台
駅
南
口
駅
前
広
場
陸
１
８
３
１
１
１
３
０
（
月
・
土

利
用
日
時
４
月
郵
旦
主
か
③
道
の
駅
「
し
よ
う
な
ん
」
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

みんなで守り育てる手
賀
沼
周
辺
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

子の緑
緑
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、

緑
地
の
保
全
や
公
園
の
整
怖
と
と
も

に
、
市
街
地
の
大
半
を
占
め
る
宅
地

今
年
も
植
木
ま
つ
り
を
手
賀
沼
公
園
で
開
催
し
ま
す
。
緑
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
庭
木
や
草
花
、
肥
料
の
即
売
会
、
花

の
無
料
配
布
、
い
ち
に
ち
動
物
村
な
ど
催
し
が
い
っ
ぱ
い
。
春
の

一
日
を
、
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ク

植
木
ま
つ
り

４
月
幻
日
王
）
。
肥
日
（
且
手
賀
沼
公
園

塀
を
生
垣
に
し
た
り
、
ベ
ラ
ン

ダ
に
花
を
飾
る
な
ど
、
暮
ら
し
の
中

で
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
緑
の
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

圃
鳥
催
イ
ベ
ン
山

◎
花
の
無
料
配
布
・
牛
前
加
時
か
ら

（
幻
日
…
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
丞
日

：
・
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
い
ず
れ
も
先
着
２

０
０
０
人
）

◎
い
ち
に
ち
動
物
村
．
：
午
前
皿
時
か

ら
午
後
４
時
（
休
憩
あ
り
、
雨
天
の

場
合
は
中
止
）

◎
緑
の
ク
イ
ズ
大
会
…
午
後
２
時
か

ら
（
賞
品
あ
り
）

◎
園
芸
相
談
…
随
時
、
一
人
約
、
分

（
市
内
造
園
会
社
の
方
が
相
談
に
応

じ
ま
す
）

◎
花
垣
作
品
の
写
真
展
示

。
「
緑
の
基
金
」
の
募
金
活
動

当
P！

◎
ス
ー
バ
ｉ
ボ
ー
ル
す
く
い
・
・
力
日

午
後
１
時
か
ら

◎
園
芸
用
ハ
サ
ミ
研
ぎ
・
力
日
午
前

９
時
犯
分
受
け
付
け
二
人
１
丁
で

先
着
１
５
０
人
ま
で
）
大
４
０
０
円

か
ま

小
２
０
０
円
。
包
丁
・
鎌
は
不
可

◎
金
魚
す
く
い
：
本
日
午
後
１
時
か

ら※
植
木
ま
つ
り
の
売
上
金
（
業
者
販

売
を
除
く
）
は
、
「
緑
の
基
金
」
に

寄
付
さ
れ
ま
す
。

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
実
施
。
天
候
に
よ
り
イ
ベ
ン

ト
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
当
日
開
催
の
有
無
は
、
午
前
８
時

か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
７
１
８
５
１
５
０
０
０
に

砺
話
を
か
け
、
８
５
１
を
押
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
庭
木
・
草
花
・
肥
料
の
即
売
会

午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

◎
ポ
ニ
ー
乗
馬
：
力
日
午
前
ｎ
時

か
ら
午
後
３
時
、
３
歳
か
ら
８
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
対
象
。
時
間
に
よ
り

人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
（
１
回
釦
巴

一
日
の
み
の
イ
ベ
ン
ト

9

I
、

生涯学習センター長に

渥美省一氏

手
賀
沼
沿
い
の
緑
地
を
保
全

‘■8壷一一一荏竜ローー
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市
で
は
今
年
度
、
緑
の
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
手
賀
沼
沿
い
の
緑
の
つ

な
が
り
を
守
り
、
公
園
と
防
災
面
か

ら
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
た
め
、
寿
地
区
２
カ
所
の
緑
地
を

買
い
取
り
ま
す

ま
た
、
手
賀
沼
沿
い
斜
面
林
保
全

条
例
の
最
重
点
地
区
と
な
っ
て
い
る

岡
発
声
地
区
の
緑
地
を
、
保
全
の
た

め
買
い
取
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
相
続
の
発
生
に
伴
い
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
ス
タ
」

が
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
初
代

セ
ン
タ
ー
長
に
渥
美
省
一
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。

渥
美
氏
は
現
在
記
歳
。
学
校
教
諭

を
経
て
、
昭
和
元
年
に
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
生
涯
教
育
部
長
に
な
り
、

そ
れ
か
ら
脂
年
間
に
わ
た
っ
て
生
涯

学
習
の
分
野
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

千
葉
県
の
生
涯
学
習
の
第
一
人
者
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
」

所
長
時
代
に
は
高
校
生
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
新
た
に

開
設
。
こ
の
講
座
は
、
全
国
で
初
め

て
高
校
の
単
位
取
得
認
定
の
対
象
と

な
り
、
当
時
の
文
部
省
が
高
校
生
を

対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
を

始
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

昨
年
３
月
に
我
孫
子
市
の
市
民
団

体
が
主
催
し
た
「
市
民
活
動
フ
ェ
ア

．
ｍ
あ
び
こ
」
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
『
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
務
め
て
い
ま
す
。

著
書
（
共
著
）
に
は
、
『
生
涯
学

習
と
ま
ち
づ
く
り
Ｑ
＆
Ａ
」
『
イ
ベ

ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

開
発
な
ど
に
よ
り
緑
が
消
失
す
る
心

配
が
あ
る
場
所
で
す
。
取
得
予
算
の

総
額
は
３
カ
所
で
約
２
億
６
０
０
０

万
円
で
す
。

緑
地
の
保
全
は
、
市
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
重
要
な
施
策
の
一
つ
。

今
後
も
地
権
者
の
理
解
と
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
条
例
に
基
づ
く
保

存
緑
地
な
ど
の
指
定
の
拡
大
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

画
公
園
緑
地
課
・
内
線
５
４
５

我
孫
子
市
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
長
に
豊
か
な
専
門
知
識
と
経

験
を
持
っ
た
外
部
の
人
材
を
登
用

す
る
た
め
、
昨
年
７
月
に
全
国
公

募
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
犯
人
の
応
募
が
あ

り
、
第
３
次
試
験
ま
で
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
生
涯

学
習
の
専
門
分
野
の
豊
富
な
経
験
、

施
設
運
営
や
職
員
指
導
の
力
量
、

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

視
点
、
こ
れ
ら
を
高
い
レ
ベ
ル
で

兼
ね
術
え
る
人
材
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
市
と
し
て
改
め
て
人
材

を
探
し
、
市
が
求
め
る
条
件
を
満

た
す
適
任
者
と
し
て
渥
美
氏
に
セ

ン
タ
ー
長
就
任
を
要
請
し
ま
し
た
。

同
氏
は
、
昨
年
４
月
か
ら
県
立
八

千
代
高
校
校
長
と
し
て
教
職
に
戻

っ
て
い
ま
し
た
が
、
市
の
要
請
を

受
け
て
今
年
３
月
末
に
退
職
、
４

月
か
ら
市
峨
員
と
な
り
ま
し
た
。

渥
美
氏
は
「
地
域
社
会
の
中
で

人
と
関
わ
っ
て
生
き
る
こ
と
は
、

人
に
と
っ
て
幸
せ
だ
と
思
う
。
そ

う
し
た
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る

施
設
に
し
た
と
と
抱
負
を
述
べ

て
い
ま
す
。
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市
で
は
平
成
哩
年
度
予
算
か
ら
、

公
募
を
含
め
た
新
た
な
補
助
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

脚
年
度
交
付
分
の
公
募
分
の
申
請

は
５
件
あ
り
、
「
市
補
助
金
等
検
討

委
員
会
」
の
審
査
と
公
開
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
結
果
、
２
件
（
表
参
題
に
対

し
て
、
新
た
に
補
助
金
が
交
付
き
れ

ま
す
。な

お
、
今
回
採
択
き
れ
た
補
助
金

は
科
年
度
１
年
限
り
で
す
。
暇
年
度

か
ら
交
付
す
る
分
は
、
全
て
の
補
助

金
に
つ
い
て
、
改
め
て
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

市
で
は
、
我
孫
子
市
を
よ
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
施
設
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。

バ
ス
で
市
内
の
公
共
施
設
を
見
学

し
、
手
鏡
沼
を
船
上
か
ら
視
察
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
き
い
。

刺
年
度
分
の
審
査
結
果

施設見学会 雨補助金1

’
妬
年
度
対
象
分
か
ら
改
め
て
見
直
し

全
て
の
補
助
金
は
再
度
申
請
が
必
要

| ｱピｽﾀやふれあい工房を見てみよう

な
お
、
当
日
は
福
嶋
市
長
と
の
懇
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
へ

塁
＆
月
萱
水
）
午
爾
９
裳
｜
４
月
か
ら
半
額
免
除
制
度
が
ス
タ
ー
ト
三
も
に
行

談
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

孫
子
駅
北
口
重
れ
あ
い
広
場
」
集

学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
も
拡
大
、
、
＃

合
（
時
間
厳
守
）
、
午
後
４
時
、
分

我
孫
子
駅
南
口
で
解
散
予
定
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
学
生
納
付
特
例
制
度

蕊
霊
震
舞
昼
誉
菖
蟇
け
る
た
め
の
墓
鶴
と
漆
り
手
。
遮
信
箸
謹
の
茎
も
翼
に
稜
壊
生
朋

参
免
除
期
間
の
老
齢
基
礎
年
金
額
は
、
り
ま
し
た
。

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
Ｔ
枚
に
２
人
全
額
免
除
の
場
合
は
３
分
の
１
、
半
こ
の
特
例
期
間
は
、
年
金
を
受
け
建
築
解
体
廃
棄
物
を
中
心
に
、
建

ま
で
）
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
額
免
除
の
場
合
は
３
分
の
２
と
な
り
る
た
め
の
資
格
期
間
に
な
り
ま
す
が
、
殻
廃
棄
物
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
「
施
設
見
ま
す
が
、
加
年
以
内
に
さ
か
の
ぼ
つ
追
納
し
な
い
場
合
は
、
老
齢
基
礎
年
進
す
る
た
め
に
、
「
建
設
工
事
に
係

学
会
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、
４
月
て
免
除
部
分
を
納
め
る
こ
と
這
超
金
額
に
反
映
き
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
る
査
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法

丞
日
（
必
毒
ま
で
に
〒
２
７
０
１
も
で
き
ま
す
。

制
度
の
適
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
律
」
（
略
称
》
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）

１
１
９
２
（
住
所
省
略
画
市
役
所
保
険
料
の
免
除
は
、
世
帯
の
前
年
毎
雫
申
請
が
必
要
で
す
。

が
公
布
さ
れ
、
５
月
知
日
か
ら
施
行

秘
書
課
へ
所
得
金
額
等
を
基
準
に
承
認
さ
れ
ま
※
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
・
内
線
３
‐
き
れ
ま
す
。

画
秘
書
課
・
内
線
２
６
９

す
の
で
、
毎
年
、
申
請
が
必
要
で
す
。
２
６
３
２
７
へ
お
尋
ね
く
だ
き
い
こ
の
法
律
で
は
、
特
定
建
設
資
材

市
補
助
金
の
画
年
度
の
交
付
対
象

活
動
・
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業
補
助
金
の
交
付
基
準

▼新規に市の補助金を受ける団体幅
年
度
交
付
対
象
の

事
業
・
活
動
を
募
集

団体名

続非営利樹法人
|ふれあい塾あびこ

主な活動内容・目的

高齢者の生涯学習と世代
間交流の場｢ふれあい塾
あびこ｣の運営事業

倉を使ったコンサートや
伝統的な建物の開放およ
び地域交流事業

相島工房

（
下
記
参
照
）
に
照
ら
し
て
、
そ
の

必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
事
業
・
活
動

応
募
資
格
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
方
、
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

活
動
拠
点
の
事
務
所
な
ど
が
市
内
に

あ
る
団
体

※
政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目
的
と
す

る
団
体
や
市
か
ら
ほ
か
の
補
助
金
を

受
け
て
い
る
団
体
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法
市
役
所
市
民
活
動
支
援

課
（
本
庁
地
階
）
で
配
布
す
る
所
定

の
書
類
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
７

月
１
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
同
課
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
（
午
前
８
時
如

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
土
・
日
曜

日
、
祝
休
日
を
除
く
）

固
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８

８

’

４
『
１１

補助金の交付基準

・事業活動の目的、視点、内容等が社会・経済状況に合致している

補助金の支出が客観的に見て公益上必要である

・市民の福祉の向上や利益の増進に効果が認められる

．行政と市民の役割分担のなかで、真に補助すべき事業・活動である

･施設の整備などに関する補助は、市の施策に合致し、市の役割分担が

明白である

．支出の根拠が明確で法令などに抵触していない

．団体の会計処理や資金の使途が適切である

・団体の決算における繰越金の額が、補助金の額を超えていない

・補助金の割合が、対象活動の収入の10％以上50％以下である

・団体の事業活動の内容が、団体の目的とずれていない

※補助金の交付期間は、1事業で最長3年以内とし、自助、自立が認め

られる団体や目的が達成された事業への補助は、補助金交付期間内で

も打ち切ることがあります

』一一一_

▼土壌中のダイオキシン類濃度
｜＝叫鐘皇爪’

｛
土
壌
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調
査
結
果

、
一

一
Ｉ

全
測
定
地
点
が
基
準
内
に

全
て
の
地
点
と
も
環
境
省
が
定
め

る
土
壌
の
環
境
基
準
値
（
１
０
０
０

四
ｌ
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ｇ
）
（
注
６
）
お
よ

び
調
査
指
標
値
（
２
５
０
四
ｌ
Ｔ
Ｅ

Ｑ
／
ｇ
）
（
注
７
）
を
大
幅
に
下
回ｌ

言
ン
ク
リ
ー
ト
、
木
材
、
ア
ス
フ
ー

ァ
ル
ト
）
を
用
い
た
建
築
物
等
の
解

体
工
事
や
特
定
建
設
資
材
を
使
用
す

る
新
築
工
事
等
で
、
一
定
の
規
模
以
一

上
の
場
合
、
発
注
者
は
市
な
ど
へ
の
一

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
解
体

工
事
は
建
設
許
可
業
者
か
解
体
工
事

登
録
業
者
に
発
注
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
受
注
者
は
分
別
解
体
や
再

資
源
化
等
を
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
一

発
注
者
、
受
注
者
と
も
、
違
反
者

に
は
懲
役
や
罰
金
を
科
す
規
定
も
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
の
排
出
量
が
増
大
し
、
最

終
処
分
場
の
不
足
や
不
法
投
棄
の
多

発
な
ど
、
ざ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
特
に
建
設
廃
棄
物

は
、
家
庭
ゴ
ミ
に
比
べ
て
大
量
に
発

生
す
る
た
め
、
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル

が
よ
り
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

画
建
築
指
導
課
・
内
線
５
２
６

平
成
旧
年
ｎ
月
脚
日
に
土
壊
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
（
注
１
）
の
濃
度

測
定
を
市
内
、
ヵ
所
で
行
い
ま
し
た
。

調
査
方
法
は
、
５
地
点
混
合
方
法

’毒性等量の

(,，鵜,,）
Ⅱ
調
査
地
点
す
べ
て
が
環
境
基
準
値
の
１
両
以
下
Ⅱ

調杳地点

つくし野5号公園 3.1

白山古墳公園 1．9

柴崎台中央公園 9．2り
ま
し
た
。

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
現
在
で
は

工
業
的
に
製
造
さ
れ
る
物
質
で
は
な

く
、
主
に
も
の
を
燃
や
す
と
自
然
に

発
生
す
る
ス
ス
厭
い
じ
ん
）
に
含

ま
れ
て
大
気
中
に
広
が
り
、
ざ
ら
に

土
壌
な
ど
の
環
境
中
に
蓄
穣
さ
れ
ま

す
。
特
に
、
燃
焼
温
度
の
低
い
「
野

焼
き
」
や
「
小
型
焼
却
炉
」
な
ど
で

は
、
ぱ
い
じ
ん
が
発
生
し
や
す
い
と

（
注
２
）
に
よ
り
表
層
土
壌
を
採
取

し
澁
度
分
析
し
た
も
の
で
す
。

濃
度
は
土
壊
１
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ

る
各
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
重
さ
四
・

1本文中の用語解説
注1）ダイオキシン類…一般に、ポリ塩刊ヒジペンゾーパラージオキシ

ン（75種蛍動とポリ塩化ジペンソフラン（135種類)、コブ'ラナーポ

リ塩化ビフェニル(10数潅鼓動をまとめて呼び､これらのうち29種類

に毒性があるとされている。通常は無色の固体で、水に溶けにくく
蒸発しにくいが、脂肪などには溶けやすい。

注2）5地点混合方法･･表層土壌の採取方法で、地域を代表する中心
点と東西南北方向に等距離（5～10メートル）離した4点の計5地
点において、表層から5センチメートル程度の深さまでの土壌を抜
き取り採取し、それらを等霞混合して一つの分析試料とする方法。
注3)pg･-ピコグラム。1兆分の1グラムを表す重さの単位。
注4）毒性等価計数｡TEF･･･ダイオキシン類の内、毒性の一番強い
2，3，7，8－四塩化ジベンゾーパラージオキシンの毒性を係
数＝1として、ほかの種類の毒性の強さを小数(0.00001から1)で
示したもの。

注5）毒性等量｡TEQ･･毒性があるダイオキシン類について、それ
ぞれの重さに毒性等価係数を掛けた重量に換算し、その総和重量を
表したもの。数値が大きいほど健康や環境へのリスクが高い。
注6）環境基準値･･･人の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維
持されることが望ましい行政上の目網直。

注7）調壷旨標｛直･･･…勺に調査を実施し監視していく必要がある場

合の指ﾎ剰直。

天王台南公園 6.3

吉山台北公園 6.7

’
五本松運動広場 12

中峠亀田谷公園 9．7 ピ
コ
グ
ラ
ム
（
注
３
）
に
毒
性
等
価

係
数
・
Ｔ
Ｅ
Ｆ
（
注
４
）
を
か
け
て

毒
性
を
換
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
足
し
合

わ
せ
た
毒
性
等
量
・
Ｔ
Ｅ
Ｑ
（
注
５
）

で
表
示
し
て
い
ま
す
。
差
表
参
題

弔
一
湖
一
気
一
荊
一

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
、
風
俗
習
慨
上
の
行
事

や
侭
作
業
で
必
要
な
場
合
な
ど
の
例

外
を
除
い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
家
庭
ゴ
ミ
等
は
、
ご
自
宅
で

焼
却
せ
ず
に
必
ず
分
別
し
、
減
量
化

し
た
》
？
え
で
「
ぱ
い
じ
ん
除
去
装
置

（
バ
グ
・
フ
ィ
ル
タ
ー
等
）
」
の
完
備

し
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
出
し
て

く
だ
き
い
。

固
手
賀
沼
課
・
内
線
５
６
９

湖北台2号公園 32

気象台記念公園 76

布佐2号公園 4．1
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４
月
１
日
、
市
の
組
織
を
一
部
改

正
し
ま
し
た
。
主
な
改
正
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
市
内
の
区
画
整
理
事
業
２
件
が
終

高齢者の住まいの不安や危険をなくしましよう
■
１
‐
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ⅲ
１
１
１

平
成
料
年
３
月
訓
日
を
も
っ
て
、

土
田
栄
吉
助
役
が
退
任
し
ま
し
た
。

市
の
忽
織
改
正
と
人
事
異
動

職
員
数

組
織
の
改
正

』

－化のバリアフリ

を推進します
土圏栄吉氏 は

高
齢
に
な
る
と
、
室
内
や
廊
下
の

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
で
つ
ま
ず
い
て

思
わ
ぬ
大
け
が
を
し
た
り
、
手
す
り

の
な
い
階
段
で
滑
り
落
ち
て
し
ま
つ

た
り
と
、
新
た
な
危
険
が
少
し
ず
つ

生
じ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
手
す

了
す
る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、
都

市
改
造
課
と
区
画
整
理
課
を
統
合
し

「
区
画
整
理
課
」
１
課
と
し
ま
し
た
。

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ビ
ス
タ
」

が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
社
会
教

育
課
の
「
社
会
教
育
施
設
担
当
」
を

土
田
助
役
は
、
昭
和
諏
年
、
当
時

の
我
孫
子
町
役
場
に
奉
職
し
、
都

市
部
長
、
経
済
環
境
部
長
、
企
画

財
政
部
長
な
ど
、
要
聯
痙
歴
任
。

平
成
、
年
４
月
１
日
か
ら
我
孫

子
市
の
助
役
に
就
任
し
、
市
政
発

展
の
た
め
に
尽
く
ぎ
れ
ま
し
た
。

12

人
減

●

西

昭
和
諏
年
、
当
時

場
に
奉
職
し
、
都

蝿
境
部
長
、
企
画

、
｛
画
一
争
い
』
ｖ
口
ぶ
り
凸
Ｐ
い
』
Ｆ
一
一
『
一
国

に

_一一一

り
の
一
本
で
あ
っ
て
も
、
安
全
性
を

確
保
す
る
手
が
か
り
と
な
り
え
ま
す
。

こ
う
し
た
配
慮
は
、
今
で
は
、
年

齢
に
か
か
わ
り
な
く
、
だ
れ
も
が
安

全
で
快
適
な
住
生
活
を
送
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

廃
止
し
ま
し
た
。

・
市
民
の
定
住
化
を
住
宅
面
か
ら
支

援
す
る
た
め
、
都
市
計
画
課
に
「
住

宅
政
策
担
当
を
設
け
ま
し
た
。

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
終
末
処

理
セ
ン
タ
ー
の
業
務
委
託
化
に
よ
り

組
織
を
見
直
し
、
下
水
道
課
で
も
職

務
の
分
担
を
明
確
に
す
る
た
め
、
組

織
の
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
組
織
改
正
に
合
わ
せ
て
、

職
員
の
配
腫
も
見
直
し
ま
し
た
。

課
の
統
合
や
委
託
化
、
業
務
の
見

直
し
に
よ
る
減
員
分
は
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
体
制
強

化
（
市
民
活
動
支
援
課
）
、
住
宅
施

策
（
都
市
計
画
課
）
や
谷
津
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
づ
く
り
（
手
賀
沼
遜
な
ど

新
た
な
業
務
を
担
う
課
に
振
り
向
け
、

限
ら
れ
た
人
員
で
効
果
的
に
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
職
員
を
配

腫
し
ま
し
た
。

日
本
は
、
２
０
１
５
年
に

は
国
民
の
４
人
に
１
人
が
高

齢
者
と
な
り
、
本
格
的
な
高

齢
社
会
に
突
入
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
世
帯
描
造

で
も
高
齢
者
を
含
む
世
帯
が

４
割
を
占
め
、
特
に
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
だ

け
の
世
帯
が
大
幅
に
増
え
て

こ
こ
で
は
、
住
ま
い
の
不

安
や
危
険
を
な
く
す
た
め
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

ｄ
急
速
な
高
齢
化

ク

8

２
割
に
も
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

諸
外
国
で
も
高
齢
化
は
進
ん
で
い

ま
す
が
、
日
本
の
高
齢
化
は
世
界
で

も
例
を
見
な
い
速
度
で
進
ん
で
い
ま

す
。
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
高

齢
化
率
が
７
％
か
ら
粋
％
に
到
達
す

る
の
に
輻
年
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
比
べ
日
本
で
は
聖
年
、
ほ
ぼ
倍

の
ス
ピ
ー
ド
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
加
年
、
露
年
と
い

う
年
数
が
か
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

い
か
に
速
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。

４
月
１
日
付
け
で
市
聯
員
の
異
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
課
長
級
以
上
の

異
動
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
役
職
名
は
新
し
い
職
名
）

《
部
長
級
》
▽
企
画
調
整
室
長
・
・
・

澤
次
男
▽
保
健
福
祉
部
長
：
．
岩
井

和
子
▽
都
市
部
長
…
矢
野
寛
▽

監
査
委
員
事
務
局
長
：
大
類
泰
久

▽
教
育
委
員
会
教
育
総
務
部
長
§
鈴

木
由
男

《
次
長
級
》
▽
総
務
部
参
事
兼
広

報
室
長
…
田
中
修
▽
市
民
部
次
長

兼
収
税
課
長
…
根
本
勇
▽
市
民
部

参
事
：
尾
井
川
一
▽
保
健
福
祉
部

次
長
兼
介
護
支
援
課
長
…
坂
本
良
樹

▽
建
設
部
次
長
兼
施
設
建
設
課
長
・
・
、

中
野
大
▽
都
市
部
次
長
兼
区
画
整

こ
の
結
果
、
聯
員
数
は
、
定
年
な

ど
に
よ
る
退
職
者
墾
人
に
対
し
、
新

規
採
用
職
員
は
焔
人
で
、
全
体
の
職

員
数
は
昨
年
度
に
比
べ
哩
人
減
の
１

０
４
９
人
に
な
り
ま
し
た
。

れ
に
比
べ
日
本
で
は
聖
年
、
ほ
ぼ
倍
れ
る
く
ら
い
の
廊
下
の
幅
の
確
保
と

の
ス
ピ
ー
ド
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や
ス
い
っ
た
基
本
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

ウ
エ
ー
デ
ン
は
、
加
年
、
露
年
と
い
が
な
さ
れ
た
住
宅
は
全
体
の
３
％
と

う
年
数
が
か
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
遅
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
バ
リ
ア

い
か
に
速
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。
フ
リ
ー
化
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

遼
羅
鶏
雛
言
簔
毫

ざ
ま
ざ
ま
な
周
辺
環
境
の
整
備
が
追
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対
し
、

い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う
な
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

壺
歳
以
上
の
方
の
９
割
が
在
宅
で
持
家
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
す
り
の
高
齢
者
自
ら
が
、
持
ち
家
の
バ
リ

設
置
や
段
差
の
解
消
、
車
イ
ス
が
通
ア
フ
リ
ー
化
（
基
準
あ
り
）
を
行
う

人
事
異
動

理
課
長
…
戸
辺
窓
興
▽
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
部
次
長
兼
社
会
教
育
課

長
・
・
吉
田
克
英

《
課
長
級
》
▽
企
画
調
整
室
主
幹

：
渡
辺
和
夫
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
課

長
…
遠
藤
幸
太
郎
▽
収
税
課
主
幹

…
義
隆
伸
敏
▽
課
税
課
主
幹
…
佐

藤
隆
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
幹

…
星
野
窓
久
▽
交
通
整
備
課
長
：

根
本
徳
雄
▽
道
路
課
主
幹
…
湯
浅

操
▽
都
市
計
画
課
主
幹
・
樋
口
誠

▽
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
…
舘

野
文
雄
▽
同
教
育
研
究
所
長
…
篠

田
哲
也
▽
同
鳥
の
博
物
館
長
…
中

野
芳
美新

規
採
用
職
員

今
年
度
の
新
規
採
用
聡
員
は
男
性

４
人
、
女
性
哩
人
の
計
嘔
人
で
す
。

職
種
の
内
訳
は
、
事
務
職
３
人
、
建

築
技
師
１
人
、
福
祉
総
合
職
５
人
、

栄
養
士
１
人
、
保
育
士
２
人
、
消
防

士
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
氏
名
。
所
属
〈
職
種
）

0

場
合
、
生
存
中
の
ロ
ー
ン
返
済
を
軽

く
す
る
住
宅
金
融
公
庫
の
特
別
な
融

資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
生
存

中
は
利
子
の
み
を
支
払
い
、
死
亡
時

に
住
宅
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
元
金

を
一
括
悩
還
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

賃
貸
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
き
れ
た
高
齢
者

向
け
優
良
賃
貸
住
宅
の
建
設
や
、
既

存
の
住
宅
を
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸

住
宅
に
改
造
す
る
場
合
、
国
や
地
方

公
共
団
体
か
ら
補
助
金
を
受
け
た
り

税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
に

対
し
て
家
賃
の
減
額
を
行
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
費
用
に
対
す
る
補
助
も

あ
り
ま
す
。

圖
県
庁
住
宅
課
金
０
４
３
１
２
２

３
１
３
２
２
６

小
川
瑞
穂
…
情
報
シ
ス
テ
ム
課
（
事

務
職
）

清
水
豪
人
：
・
企
画
調
整
担
当
（
同
）

引
地
亜
紀
子
…
福
祉
総
合
相
談
室

（
福
祉
総
合
職
）

矢
澤
純
香
…
福
祉
総
合
相
談
室
（
回

下
村
典
子
．
・
・
生
活
支
援
課
（
回

香
山
明
子
．
．
あ
ら
き
園
（
且

薮
野
幸
代
…
あ
ら
き
園
（
同
）

福
田
奈
都
子
・
・
都
市
計
画
課
（
建
築

技
魎

荒
波
早
苗
…
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
栄
養
士
）

今
井
陽
子
・
・
子
育
て
支
援
課
（
保
育

士
）

細
川
菜
知
子
・
・
子
育
て
支
援
課
（
回

佐
久
間
崇
仁
…
消
防
本
部
西
消
防
署

（
消
防
士
）

山
岸
由
里
佳
…
同
西
消
防
署
（
同
）

椿
浩
一
…
同
東
消
防
署
（
回

井
上
玲
奈
：
同
西
消
防
署
（
回

渥
美
省
一
・
・
・
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
）

画
総
務
課
・
内
線
２
８
１

｡

’
1

1

一、 一 一一〆

心の病をお持ちの方
■

一
■

ア ・ク
[‐

丁
平日のしあわせ学級に参加できない妊婦とその夫を対象に‘

出産や育児について学び、お互いの役割について考えます。

日‘時･場所6月1日(士)保健センター、8日(土)手賀沼親水広

場水の館、いずれも午前9時から正午

対象・定員両日とも参加できる妊婦とその夫、20組（応募多

数の場合は抽選）

申し込み°圏往復ハガキかEメールに住所、2人の氏名&電
話番号、出産予定日を明記し、5月10日（必着）までに湖北台

1の12の16保健センター壷7187-1131Eメールhoken

center@city.abiko.chiba.jp'､

ヨ
ョ
ー に来てみませんか一一一

‐－‐‐で

心の病を持つ方々 が集い、話し合いやレクリエーションを通
じて友人を見つけ、社会参加をめざします。

日時4月24日(水)午前9時30分受け付け、10時から11時30分
場所我孫子地区公民館第5学習室（アビスタ内）

※毎月第4水曜日開催

対象市内在住で精神科に通院している方
費用無料

申し込み｡圃電話で福祉総合相談室壷7185-1631（直通）へ

8

扉
■
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
文
化
・
社
会
教

市
で
は
、
自
治
会
な
ど
の
市
民
団

体
が
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
行

う
活
動
中
に
起
き
た
事
故
等
を
で
き

る
限
り
救
済
し
、
安
心
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
市
民
活
動
災

害
補
俄
制
座
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
活
動
中

の
事
故
等
に
よ
る
悔
害
や
賠
縦
蛮
任

の
負
担
を
補
俄
す
る
も
の
で
す
。
費

用
の
負
担
や
団
体
登
録
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
万
一
、
事
故
に
遮
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
に
ご
利
用
く
だ
き
い
。

市
民
活
動
の
範
囲

市
民
活
動
災
害
補
償
制
度

用発展《ソ可ン左活してさらに左ノ ノ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ

Q

I

安
心
し
て
市
民
活
動
を
行
う
た
め
に

ﾝ講習会
市
民
団
体
の
主
催
事
業
で
、
活
動

中
や
往
復
経
路
の
移
動
中
に
起
き
た

事
故
に
よ
っ
て
参
加
者
が
ケ
ガ
を
し

た
り
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
ケ
ガ
が

原
因
で
障
害
が
生
じ
た
と
き
に
補
憧

さ
れ
ま
す
。

＊
死
亡
補
儀
額
５
０
０
万
円

（
事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
に

傷
害
の
た
め
死
亡
し
た
と
き
）

＊
後
遺
障
害
補
償
額
障
害
の
程
度

市
で
は
、
市
民
の
皆
ざ
ん
の
社
会

貢
献
活
動
や
市
民
事
業
を
支
援
す
る

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
識
習
会
を
開
催
し

ま
す
。チ

ラ
シ
づ
く
り
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
、
会
計
処
理
な
ど
、
皆
さ
ん
の

活
動
に
必
要
な
、
パ
ソ
コ
ン
の
知
識

青
・
青
少
年
育
成
・
自
治
会
・
自
主

防
災
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
、
市
民
団

体
が
無
報
酬
で
行
う
日
帰
り
の
活
動

に
限
り
ま
す
。

傷
害
補
償

と
技
術
を
学
び
ま
す
。
初
級
と
中
級
、

入
門
と
応
用
と
い
っ
た
受
誹
も
可
能

で
す
。パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
活
動
を
さ

ら
に
発
展
き
せ
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
内
容
下
表
参
照

場
所
市
民
会
館

対
象
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
市
民
活
動
を
は
じ
め
よ
う

と
考
え
て
い
る
方

定
員
各
誌
座
如
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
し
込
み
・
固
往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

活
動
を
行
っ
て
い
る
方
は
所
属
団
体

名
、
希
望
す
る
講
座
番
号
と
講
座
名

（
複
数
で
も
可
）
を
明
記
し
、
４
月

空
日
（
必
蓋
ま
で
に
〒
２
７
０
１

１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
我
孫
子

市
役
所
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４

８
８
Ｅ
メ
ー
ル
一
具
。
宮
の
害
一
．

○
一
一
）
『
・
煙
ご
一
声
○
・
○
三
一
》
色
・
一
己
へ

市
民
活
動
中
の
事
故
で
参
加
者
や

第
三
者
に
ケ
ガ
を
き
せ
た
・
死
亡
さ

せ
た
・
物
品
（
財
物
）
に
損
害
を
与

え
た
こ
と
に
よ
っ
て
参
加
者
や
指
導

者
が
賠
侭
査
任
を
負
っ
た
と
き
、
第

三
者
か
ら
預
か
っ
た
物
を
壊
し
た
り

に
よ
り
喧
万
円
か
ら
５
０
０
万
円

（
事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
に

後
遺
障
害
が
生
じ
た
と
き
）

＊
入
院
補
償
額
日
額
３
０
０
０
円

（
事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
を
限
度
）

＊
通
院
補
償
額
日
額
２
０
０
０
円

（
事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
で

実
日
数
”
日
を
限
度
）

賠
償
責
任

§

該
当
す
る
事
故
が
起
き
た
と
き
は
、
一

速
や
か
に
参
加
団
体
を
と
お
し
て
市
一

役
所
の
担
当
課
に
連
絡
し
、
知
日
以
一

内
に
事
故
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
一

さ
い
。

画
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
４
８
」

８ な
く
し
て
し
ま
う
な
ど
し
て
寅
任
を
一

間
わ
れ
た
と
き
（
受
託
物
賠
侭
）
、

市
の
公
共
施
設
の
欠
陥
や
不
備
が
原

因
で
生
じ
た
事
故
で
施
設
利
用
者
等

が
損
害
を
受
け
た
と
き
、
な
ど
に
対

し
て
補
憧
さ
れ
ま
す
。

＊
身
体
賠
償
額
１
人
に
つ
き
６
０

０
０
万
円
、
１
事
故
に
つ
き
３
億
円

を
限
度

＊
財
物
賠
償
額
１
事
故
に
つ
き
１

０
０
万
円
を
限
度

＊
受
託
物
賠
償
額
１
事
故
に
つ
き

１
０
０
万
円
を
限
度

市民活動支援パソコン講習会日程表
請
求
手
続
き

内容 日程
瀧
鴎
Ｆ
Ⅱ

講座名 対象 時間 受講料

9:30
’

12:30

ワード初級1
（平日：午前）

5/7．9
‘14‘16

Windowsの

基本操作と文
字入力、案内
文言の作成･
編集、文書の
保存。印刷

13:30
j

l6:30

ワード初級2
（平日：午後）

5/7，9
'14，16

少しだけパソ
コンにさわっ
たことのある
方

2

3,000円
18:O0

j
20:45

ワード初級3
（平日：夜間）

5/14‘16
‘21，23

3

｜
イ
稚
鰕
継
翔
鮴
劃
鋤

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

9:30
J

12:30

ワード初級4
（土膣：午前）

5/11,18
'25'6/1

我
録
扉
市
高
齢
者
職
業
相
識
室

4

ご利用ください

高齢者職業相談室

ハ ローワーク

9:30
；

12:30

ワード中級1
（平日：午前）

5/21'23
‘28,30

書式の設定、
表現力あふれ
る案内文書。
チラシの作成
文書。表の作
成。保存

5
Windowsの

基本操作と文
字入力ができ
る方

ワード中級2
（平日：夜間）

18:00
J

20:45

5/28'30
6/4．6

3,000円

9;30
J

12;30

ワード中級3
（土曜：午前）

6/8’15
'22，29

1

'81 13:30
1

16;30

エクセル入門1
（平日：午後）

6/4．6
‘11‘13

エクセルの基本
知識データ入
力。編集による
住所録作成表
計算機能による
現金出納帳作成

Windowsの

基本操作と文
字入力ができ
る方

求
人
受
け
付
け
や
職
業
相
談
・
紹

介
、
失
業
給
付
金
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。
求
人
自
己
検
索
装
置
も

１
５
０
台
用
意
き
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
き
い
。

場
所
松
戸
駅
西
口
下
車
徒
歩
３
分
、

松
戸
ビ
ル
ヂ
ィ
ン
グ
３
階
（
伊
勢
丹

松
戸
店
隣
）

受
付
日
時
午
前
９
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
４
時
（
土
・
日
曜
日

と
祝
日
を
除
く
）

園
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸
駅
前
庁
舎

壷
０
４
７
１
３
６
７
１
８
６
０
９

さ
い
。

場
所
市
民
会
館
２
階

受
付
日
時
午
前
９
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
４
時
主
・
日
．
月

曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

画
同
相
談
室
・
内
線
３
１
２

18:O0
j

20;45

エクセル入門2
（平日：夜間）

6/25'27
7/2．4

恥
亨
曹
参
鑿
欝
瘻

し

3,000円

N
9:30
J

12;30

エクセル入門3
（土曜：午前）

7/6'13
'20'27

13:30
J

16:30

インターネット入門
1（平日：午後）

5/21．
23ホームページ

の閲覧、地域
情報検索、メ
ールの送受信

Windowsの

基本操作と文
字入力ができ
る万

インターネット入門
2（平日：午後）

インターネット入門
3（平日：夜間）

13:30
j

l6:30

5/22°
24

2,500円'12
屍

14

18:00
，

20:45

6/11°
13一

の
繊
灘
誰
磁
腓
諏
鱸

火
起
こ
し
を
体
験
し
ま
す
。
ま
た
、

年
齢
の
異
な
る
集
団
で
の
活
動
で
、

人
間
関
係
づ
く
り
も
学
び
ま
す
。

日
時
・
内
容
５
月
零
日
（
土
）
午
前

、
時
か
ら
午
後
３
時
…
「
地
図
と
友

達
」
、
６
月
８
旦
士
）
午
前
、
時
か
ら

午
後
４
時
．
：
「
火
起
こ
し
野
外
ク
ッ

キ
ン
グ
講
座
、
７
月
６
旦
土
）
王
副

加
時
か
ら
７
旦
旦
午
前
ｎ
時
犯
分

：
．
「
野
外
生
活
体
験
講
座
」
、
８
月

２
日
（
金
）
午
前
、
時
か
ら
４
日
（
日
）

午
前
ｎ
時
弧
分
．
：
「
わ
い
わ
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
キ
ヤ
ン
プ
」
、
ｎ
月
、
日
（
日
）

午
前
８
時
弛
分
か
ら
午
後
４
時
：

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

13:30
J

16:30

インターネット応用
1（平日：午後）

ホームページで

買い物や予約、
掲示板・メーリ
ングリスト・フ
リーメールの使
い方

6/5．7

挑
戦
！
ア
ウ
ト
ド
ア

わ
い
わ
い
子
ど
も
塾

Windowsの

基本操作と文
字入力ができ、
メールの送受
信ができる方

13:30
J

16:30

インターネット応用
2（平日：午後）

6/26．
28

2,500円15

18:O0
j

20;45

インターネット応用
3（平日：夜間）

6/18．
20

得 文字入力ができ、
インターネット
の基本知識を持
つ方でI、Ⅱと
も受講できる万

9:30
J

12;30

ホームページ作成1
－1（平日：午前）

「IBMホームペ
ージビルダー」
を使用したホー
ムページ作成
編集開設手順

6/4．6
'11，13

3,0001留
13:30

j
l6i30

ホームページ作成1
－2（平日：午後）

6/12'14
，19，21

18
「
わ
い
わ
い
子
ど
も
塾
同
窓
谷
ご

場
所
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

対
象
。
定
員
原
則
と
し
て
５
回
の

識
座
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
小
学
校

３
年
生
以
上
高
校
生
ま
で
、
如
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
用
８
０
０
０
円
（
全
５
回
分
）

申
し
込
み
・
固
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
５
月
８
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
４
５

６
東
葛
飾
郡
沼
南
町
泉
１
２
４
０
の

１
県
立
手
礎
の
丘
少
年
自
然
の
家
垂

７
１
９
１
１
１
９
２
３
へ

※
後
日
、
保
護
者
の
参
加
承
諾
番
が

必
要
で
す

1

ホームページ作成Ⅱ
－1（平日：午前）

9;30
J

12:30

6/18'20
‘25‘27

19 ホームページ
作成Iを受講
される方

ホームページ
作成Iの復習
と更新

3,000円
ホームページ作成Ⅱ
－2（平日：午後）

13:30
J

16:30

7/2．4
・9．11

20

市民活動｡グループ簡
易会計1（平日：午後）

13:30
j

16;30

簡易会計ソフ
ト「NPO会
計」での、財
務諸表の作成

6/18.
20

21
文字入力がで
きる方

2,500円
市民活動｡グループ簡
易会計2（平日：午後）

13:30
J

16:30

6/25．
27

22
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「
我
孫
子
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

提
言
雪
」
が
、
３
月
零
日
に
生
涯
学

習
推
進
市
民
委
員
会
（
委
員
長
・
北

嶋
扶
美
子
ざ
ん
）
か
ら
福
嶋
市
長
に

手
渡
き
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

同
委
員
会
は
、
〃
生
涯
学
習
推
進

計
画
を
市
民
の
手
で
幻
と
、
平
成
喝

「
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を
市
民
の
手
で

岡
市
民
委
員
会
が
市
長
に
提
言
。

－

友だちや家族と一緒に
芸術文化を学んでみませんか
I 。＝

■

IIE

｝凸

』

花の広場 合奏の広場歌の広場

教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学
生

の
皆
ざ
ん
が
芸
術
文
化
を
通
じ
て
楽

し
い
体
験
や
発
表
が
で
き
る
よ
う
に
』

「
花
の
広
場
」
「
歌
の
広
場
」
「
合
奏

の
広
場
」
を
作
り
ま
し
た
。

新
し
い
友
だ
ち
や
ご
家
族
と
一
緒

に
、
芸
術
文
化
と
ふ
れ
あ
い
、
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容
下
図
を
参
照
、

場
所
い
ず
れ
も
我
孫
子
地
区
公
民

館
（
ア
ビ
ス
タ
内
）

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
広
場
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
学
校
名
（
お
子
ざ
ん
の

み
）
、
電
話
番
号
、
楽
器
名
（
合
奏

の
広
場
の
み
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（
あ
る
方
の
み
）
を
明
記
し
、
５

月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
１

６
８
４
教
育
委
員
会
文
化
課
圃
７
１

８
２
１
５
８
６
７
Ｅ
メ
ー
ル
言
二
言

。
ｇ
ご
・
号
房
。
・
・
一
］
暮
雪
．
弓
へ

固
教
育
委
員
会
文
化
課
云
７
１
８

年
３
月
に
発
足
。
喝
回
の
定
例
委
員

会
の
ほ
か
、
作
業
部
会
を
随
時
開
催

し
な
が
ら
、
提
言
醤
の
策
定
作
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
委
員
会
の
活
動
内
容
を

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
生
涯
学
習
推
進
市
民

委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
「
あ
び
こ
ま
な
び

ど
を
４
回
発
行
。
ま
た
、
市
民
の

声
を
推
進
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め

市
民
意
繊
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
提
言
替
は
、
市
長
を
本
部
長

と
す
る
市
の
生
涯
学
習
推
進
本
部
に

報
告
さ
れ
、
各
課
で
調
整
し
た
の
ち

に
莪
孫
子
市
生
涯
学
習
推
進
計
画

と
し
て
決
定
、
市
役
所
全
体
で
生
涯

学
習
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

５
１
１
１
５
１

’市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

親
子
で
楽
し
め
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

脚
本
と
な
る
原
作
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

上
演
は
、
来
年
８
月
の
予
定
で
す
。

癒
っ
て
ご
応
募
く
だ
き
い
。

対
象
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
ま
た
は
我
孫
子
市
に
つ
な
が
り

2003年

あびこ市民ﾐｭー ジｶﾙ
色々 いっぱい/花いっぱい

毎回違う色からｲﾒー ヅされる花で､｢い

けばな」を行います｡(全8回）

場所第2学習室

講師上原翠道さん､野村草舟さん､由良

令甫さん(講師は3人で毎回変わります）

対象小学1年生から4年生のお子さんと

保護者、15組30人（応募者多数の場合は

抽選）

※お子さんだけでも参加できます。

※経驍は問いません。

参加費1人300円(花材代）

持参鉛筆,消しゴム､ハサミまたは工作

ハサミ、ぞうきん

タ

原作を募集
●

の
あ
る
方
ト
レ

発
表
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
６
月
Ｉ
Ｉ
Ｊ

挙
蠅
雛
唖
薩
万
綴
鰹
。
加
纈
洲

中
旬
）
と
広
報
７
月
柘
日
号
で

市
に
帰
属
し
手
。
ま
た
、
脚
本
制
Ｐ
の
諮

作
に
あ
た
り
、
原
作
の
一
部
を
変
更
伽
査
虹
釧

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ

※
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。
一
八
八
礒
恭
画
鐡
Ⅷ
卿今

審
査
方
法
制
作
委
員
会
・
教
育
委
↓

員
会
事
務
局
に
よ
る
審
査
（
ア
ド
バ
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

イ
ザ
ー
と
し
て
漫
画
家
の
や
な
せ
た
ん
が
自
ら
文
化
事
業
を
企
画
・
制
作

か
し
さ
ん
）
す
る
我
孫
子
市
民
文
化
事
業
企
画

申
し
込
み
・
画
親
子
で
楽
し
め
る
（
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
２
０
０
２
）
を
昨
年
廻

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
原
作
を
８
０
０
字
月
に
募
集
し
ま
し
た
。

か
ら
４
０
０
０
字
程
度
（
イ
ラ
ス
ト
５
件
の
応
募
が
あ
り
、
罰
果
畦

の
挿
入
や
漫
画
仕
立
て
に
よ
る
作
品
「
実
現
性
」
「
創
造
性
」
「
我
孫
子
ら

も
可
）
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
し
ぎ
」
の
４
点
か
ら
審
査
を
行
っ
た

年
齢
、
市
と
の
関
係
、
電
話
番
号
を
結
果
、
今
回
は
「
該
当
者
な
し
」
と

明
記
し
、
５
月
訓
日
（
必
着
）
ま
で
な
り
ま
し
た
。

に
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
文
圖
教
育
委
員
会
文
化
課
云
７
１
８

化
課
電
７
１
８
５
１
１
１
５
１
へ
５
１
１
１
５
１

※今回は5月1旧分のみの募集となります。
7月6日以降は､後日広報で募集します。

みんなで輪になって

歌を中心に､さまざまな音楽にﾉM合い

ながら､音楽を楽しみましょう。(全8回）

場所ミニホール

講師勝呂美智子さん(ポｲｽﾄﾚー ﾅー ）

対象小学3年生から6年生のお子さんと

保護者､20組40人(応募者多数の場合は

抽選）

※原則として8回を通しての参加となりま

す。

※経儀は問いません。

参加費無料

持参上履き(スリッパは不可）

，

教室名やきもの体験教室’辮菫鐺宇
5月16日(木)・17日(金)、

圏時黒郷臘(晶雌蝋鴨金I
8日は10時～12時）

内容墓卿ら作品の完成まで鯉譲凝議

対象蕊珊器謹雛辱募書多数の場合
数の場合は抽選）

参加費3000円無料

往復ハガキに教室名、住所、氏名、年齢、電話番号

車し込謬瀦蕊県謬辮鰡繍豊鰐慧
「健康づくり教劉は研修課へ

申込期限4月23日(必着）4月29日(必着）

問い合わせ事業課TEL7140-8615研修課TEL7140-8616

●

エンジョ 「ンサイコ一卜」
１
１
１
１
１
１

仲間たちとの合奏を通して､音楽の楽し

さを実感しましょう。(全12回）

講師､松田恵次さん

対象吹奏楽編成ができる楽器を持参でき

る小‘中学生､20人(応募者多数の場合は

抽選）

※楽器ごと|こ定員があります。

※原則として12回を通しての参加となりま
す。

※ﾎー ﾙ使用時は､保護者の方の見学が可
能です。

参加費500円（12回分）

持参譜面台(お持ちの方）

■■■■■■■■■■■

日
時
５
月
配
日
、
６
月
応
日
、
７

月
叫
日
の
い
ず
れ
も
日
曜
日
、
９
時

”
分
か
ら
正
午
〈
全
３
回
）

場
所
関
宿
城
博
物
館
（
関
宿
町
）

対
象
。
定
員
３
回
と
も
出
席
で
き

る
方
、
先
着
超
人

参
加
蜜
３
０
０
０
円

申
し
込
み
。
画
４
月
塑
日
午
前
９

時
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
、
同
博
物

館
学
芸
課
容
７
１
９
６
１
１
４
０
０

へ 域
の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

そ
ば
打
ち
を
体
験
し
な
が
ら
、
地

県立関宿城博物館
6

郷土食講座

(そば打舗窟》，

●

日時

5月1旧(土）

7月6日(士）

8月3日(±）

9月7日(±）

10月5日(±）

12月7日(土）

2月1日(±）

3月1日(土）

10時30分

＄

11時30分

筐△、
本ロ

10時15分

ｲﾒー の色

みどり

みずいろ

きいろ

しろ

オレンジ

あか

きみどり

ピンク

日時

5月18日(土）

6月15日(土）

7月20日(土）

8月17日(土）

9月2旧(土）

12月2旧(土）

1月18日(土）

2月'5日(土）

13時00分

＄

'4時30分

生△
禾□

12時45分

内容

歌うて關うて．j舵旅ら

体は楽

ビｱﾉ曲を歌ってみよう

動物の声で遊ぼう

秋をさがそう

世界の歌にﾁｬﾚﾝｼ゙

日本の楽器･日本の歌

洲なでﾐﾆ･ｺﾝｻー ﾄ

日時

獺、目脂日

源脇目雁司

鵬、目旧司

賑闘目脂目

10月26日(土）
､脂、冒雁目

11月23日(士）
12月14日(土）
12月28日(土）
鵬閥日限日

砺圃目雁司
腰剛冒雁司

10時00分

＄

11時30分

筐△、
不ロ

9時30分

場 所

血三二－7F
罰二7F
ﾐ亜二1F
ﾐ薮二〕、
ﾐ証ﾌワ
ノ

茎Z団
ノ

＜＝－－

ﾐー ﾎー ﾙ

ホ ー ル

1--二_』I

ｴーニル
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我
孫
子
洋
ラ
ン
会

胤
蝋
瀦
抑
轤
峠
嶢

備
⑥
る
ぽ

報

所
「
ア
ビ
ス
タ
」
ス
ト
リ
ー
ト

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。
費
無
料

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。
問
小
倉
丑
７
１
８
２
１
０
７
０
２

で
螺
曜
電
耀
鰯
曝
捌
耐
慧
蠅
蘓
灌
禧

み
ま
せ
ん
か
鮮
所
ア
謂
紺
旦
畔
時
雰
時
～
”
時
（
菅
は
随
時
ま
で
）

所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
賛
一
般
２
８
０
０
円
（
当
日
３
０
費
無
料

開
館
５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
０
０
円
）
、
小
・
中
学
生
１
５
０
０
問
津
田
垂
７
１
８
２
１
２
８
５
７

．
記
念
式
典
・
講
演
会

・
難
易
旦
土
悪
Ｉ
峰
鯛
罰
退
蠕
鴻
〉
参
加
し
て

謹
轄
鞭
雛
蕊
議
糞
睾
譲
み
ま
せ
ん
か

ん
（
財
団
法
人
山
階
鳥
類
研
究
所
）
日
・
所
６
月
８
旦
土
両
時
犯
分
こ
ど
も
茶
道
教
室

◎
春
ま
つ
り
開
演
、
森
の
ホ
ー
ル
皿
（
松
戸
壷
～
学
校
週
５
日
制
行
事
～

日
４
月
加
旦
土
）
・
副
旦
旦
９
費
Ｓ
席
４
５
０
０
円
、
Ａ
席
３
５
日
４
月
”
旦
土
）
①
ｍ
時
～
皿
時

時
～
灯
時
０
０
円
、
Ｂ
席
２
０
０
０
円
（
全
席
②
ｎ
時
～
哩
時

内
発
表
、
展
示
、
模
擬
店
ほ
か
指
定
）
所
湖
北
地
区
公
民
館

き
い
が
わ

費
い
ず
れ
も
入
場
無
料
問
草
原
の
会
・
衣
川
壷
７
１
４
５
内
お
菓
子
の
い
た
だ
き
方
か
ら
簡

て
ま
え

所
。
問
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
壷
１
６
８
９
１

単
な
お
点
前
ま
で

７
１
８
７
１
１
１
２
２

東
葛
混
声
合
唱
団
特
別
演
奏
会
対
小
学
生
以
上
（
親
子
も
可
）
、

フ
ォ
ー
レ
の
世
界
へ
各
回
先
着
喧
人

布
佐
新
緑
ま
つ
り

日
。
所
４
月
幻
日
（
日
）
喧
時
開
演
、
費
２
０
０
円
（
お
菓
子
代
）

｜
日
。
所
４
月
丞
日
（
日
而
時
～
喧
柏
市
民
文
化
会
館
申
電
話
で
我
孫
子
地
区
公
民
館
云

時
、
布
佐
駅
東
口
駅
前
通
り
（
雨
天
内
レ
ク
ィ
エ
ム
、
月
の
光
ほ
か
７
１
８
２
１
０
５
１
１

の
場
合
は
塑
日
に
順
延
）
出
黒
田
博
（
バ
リ
ト
ン
）
、
三
縄
広
島
被
爆
体
験
講
演
会

内
青
空
市
、
草
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
み
ど
り
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
ほ
か

「
真
白
い
ご
は
ん
を
」

太
子
会
に
よ
る
無
料
包
丁
研
ぎ
（
先
賛
一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
日
・
所
４
月
加
旦
土
両
時
～
妬

着
３
０
０
丁
・
ハ
サ
ミ
は
不
可
）
、
下
１
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）
時
、
平
和
台
病
院
・
未
来
館

し
ん
た
に

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
豚
汁
・
フ
ア
フ
ア
キ
ャ
問
高
宮
垂
７
１
６
９
１
０
６
３
８
講
師
新
谷
君
江
さ
ん
（
布
佐
平
和

プ
テ
ン
ク
ッ
ク
（
有
料
）
馬
頭
琴
。
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
台
在
住
）

問
小
山
壷
７
１
８
９
１
２
１
８
８
コ
ン
サ
ー
卜
対
１
０
０
人
（
参
加
無
料
）

あ
び
こ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
曰
。
所
４
月
型
旦
水
面
時
開
演
、
問
医
療
法
人
社
団
創
造
会
地
域
交

花
の
装
い
風
の
う
た
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
流
委
員
会
・
山
田
壷
７
１
８
９
１
１

日
。
所
４
月
空
日
（
祝
）
喝
時
弛
分
出
ア
ジ
ナ
イ
ホ
ー
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
－
１
１

開
演
、
市
民
プ
ラ
ザ
の
音
楽
グ
ル
ー
プ
）

倫
理
文
化
講
演
会

内
全
盲
の
作
曲
家
島
筒
英
夫
さ
養
展
２
５
０
０
円
中
学
生
以
蒙
庭
力
示
の
ち
の
輝
き
を
求
め
て

ん
の
作
品
、
日
本
歌
曲
ほ
か
下
２
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）
日
。
所
４
月
墾
旦
日
両
時
釦
分

一
出
ピ
ア
ノ
・
・
島
筒
英
夫
、
歌
…
杵
※
障
害
者
の
付
き
添
い
の
方
１
人
は
、
～
嘔
時
、
分
、
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

島
純
子
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
・
・
杉
山
伸
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。

対
当
日
先
着
４
０
０
人

蜜
１
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）
問
青
山
念
０
９
０
１
２
５
２
３
１
蜜
１
０
０
０
円

問
望
月
念
７
１
８
２
１
８
２
４
５

一
間
浦
猛
７
１
８
４
１
４
５
７
２
６
１
１
３

日
．
：
日
時
所
．
：
場
所
、
内
；
内
容
、
種
…
種
目
、
出
…
出
席
者
・
出
演
者
、
対
…
対
象
・
定
員
持
・
特
参
、

Ｂ
凸

忍

時
、
市
民
プ
ラ
ザ
曰
・
所
５
月
７
日
（
火
而
時
～
哩
力
、
離
婚
、
育
児
、
人
間
関
係
な
ど

対
楽
譜
が
読
め
な
い
中
高
年
の
方
、
時
犯
分
、
柏
市
中
央
公
民
館
問
同
セ
ン
タ
ー
垂
０
３
１
３
３
２

先
着
和
人
テ
ー
マ
お
母
さ
ん
が
社
会
で
文
化
０
１
１
８
６
１

賛
３
０
０
円
（
楽
譜
垈
を
届
け
る
た
め
に
Ｉ
ム
マ
、
絵
本
ボ
ラ
親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

申
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ル
キ
ン
テ
ィ
ア
に
問
わ
れ
る
こ
と

－
・
福
原
垂
７
１
８
４
１
４
７
１
２
講
師
山
下
み
ど
り
さ
ん
日
。
所
５
月
５
旦
祝
）
①
ｍ
時
～

千
葉
県
看
護
協
会
篝
３
０
０
円
廻
時
②
巴
時
如
分
～
喧
時
犯
分
、

「
看
護
の
日
」
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
５
月
３
日
（
財
髻
田
記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ

き
ん

日
。
所
５
月
皿
旦
主
９
時
～
皿
ま
で
に
金
垂
函
７
１
３
９
１
８
２
１
－
（
柏
亜
化
野
井
）

時
、
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
２

対
テ
ニ
ス
を
し
た
こ
と
の
な
い
４

講
師
森
谷
武
次
さ
ん
租
市
ス
ポ
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
歳
～
哩
歳
の
お
子
ざ
ん
と
保
護
者

－
シ
指
導
員
）
無
料
体
験
講
座
各
回
先
着
釦
組
（
雨
天
実
施
）

対
先
着
１
０
０
人

日
。
所
４
月
頸
日
（
金
）
巧
時
知
分
賛
１
組
５
０
０
円
（
お
子
ざ
ん
は

費
釦
円
（
保
険
料
）
～
”
時
、
我
孫
子
地
区
公
民
館
２
人
目
か
ら
１
人
２
０
０
円
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
対
先
着
、
人
持
運
動
が
で
き
る
靴
と
服
装
夕

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
２
７
７
１
持
動
き
や
す
い
服
装
（
鳴
子
は
主
オ
ル
、
着
替
え
（
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー

０
８
２
５
拍
市
布
施
１
の
３
老
人
保
催
者
が
用
意
）
ル
は
王
催
者
が
用
意
）

健
施
設
は
み
ん
ぐ
内
・
磯
岡
チ
ズ
子
申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
三
宅
垂
函
申
電
話
で
同
研
修
セ
ン
タ
ー
垂
７

壷
７
１
３
４
１
０
６
６
０
７
１
８
４
１
３
６
２
１
１
３
４
１
３
０
３
０

饗
．
：
餐
用
、
申
：
。
申
し
込
み
（
記
戦
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
塞
、
問
…
問
い
合
わ
せ
、
主
・
・
・
主
催
・
共
催

食
・
農
倶
楽
部

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
・
所
５
月
嘔
日
（
土
而
時
釦
分

～
唱
時
犯
分
．
・
・
市
民
プ
ラ
ザ
５
月

四
日
（
日
）
Ｂ
時
加
分
～
巧
時
犯
分
．
：

市
内
の
無
没
薬
・
有
機
栽
培
の
農
家

講
師
遠
藤
織
太
郎
さ
ん
（
農
学
博

士
）

対
家
庭
菜
園
に
興
味
の
あ
る
方
、

地
域
で
活
動
し
た
い
方
、
先
着
知
人

費
１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・

実
習
費
）

申
電
話
で
友
利
君
７
１
８
７
１
１

７
９
３

日
５
月
喧
旦
水
）
～
来
年
３
月
の
所
衷
皐
理
科
大
学
野
田
校
舎
（
東
（
ビ
デ
オ
、
実
践
報
告
、
講
義
ほ
か
）

毎
月
第
３
水
曜
日
唱
時
和
分
～
巧
時
武
野
田
線
運
河
駅
下
車
徒
歩
５
分
）
費
年
額
８
０
０
０
円

、
分
（
全
、
回
）
内
特
別
講
義
（
国
立
市
長
狛
江
※
昼
食
は
持
参
。
幼
児
に
は
幼
児
教

所
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
楽
園
市
長
な
ど
）
、
プ
ラ
ン
作
成
ほ
か
青
部
あ
り
（
お
や
つ
代
１
５
０
円
）

内
講
義
、
実
技
、
実
習
費
１
万
２
０
０
０
円
※
年
間
の
講
座
内
容
な
ど
、
詳
し
く

対
先
着
犯
人
（
参
加
無
料
）
対
先
着
“
人
は
同
セ
ン
タ
ー
壷
０
３
１
３
３
２
０

申
電
話
で
和
楽
園
・
樋
口
登
７
１
※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
１
１
８
６
１
へ

塞
皐
理
科
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
◎
教
育
相
談

８
８
１
６
２
６
１

カ
ナ
音
符
で
簡
単
に
弾
け
る
垂
０
３
１
３
２
６
７
１
９
４
６
２
へ
日
・
所
４
月
灼
旦
金
而
時
～
画

自
動
伴
套
付
き
元
バ
ー
キ
ｉ
李
Ｉ
Ｆ
識
賀
一
東
葛
飾
地
区
母
親
読
書
セ
ン
タ
ー
時
、
市
民
会
館
（
識
用
無
料
）

日
。
所
５
月
唱
旦
土
両
時
～
妬
読
み
聞
か
せ
の
た
め
の
講
演
会
内
い
じ
め
、
不
登
校
、
家
庭
内
暴

や
さ
し
い
介
謹
教
室
・
基
礎
講
座

永
聞
画
７
１
４
１
１
０
５
６
７
画
７
◎
講
座

１
４
１
１
０
５
６
５
日
・
所
４
月
郡
旦
金
而
時
～
直

東
京
理
科
大
学
公
開
講
座
時
、
船
橋
市
中
央
公
民
館
（
以
降
⑫

壼
墨
の
手
冥
ま
ち
づ
く
り
プ
ー
ラ
雲
作
ろ
う
日
畢
エ
で
全
８
回
）

日
４
月
四
日
～
７
月
２
日
の
隔
週
内
生
涯
教
育
へ
の
道
程
「
世
界
的

火
曜
日
喝
時
釦
分
～
、
時
筌
６
９
人
間
性
喪
失
の
現
代
社
会
を
考
え
る
」

日
・
所
４
月
幻
日
（
以
降
毎
月
第

４
土
曜
日
）
喝
時
～
喧
時
、
Ｊ
Ｉ
Ａ

日
本
国
際
学
園
中
等
部
・
高
等
部

（
柏
市
呼
塚
交
差
点
近
く
）

内
不
登
校
や
教
育
問
題
に
つ
い
て

の
話
し
合
い

費
５
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
学
園
・

水
野
垂
７
１
４
１
１
０
５
６
７
四
７

１
４
１
１
０
５
６
５

不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
会

日
・
所
４
月
聖
日
（
水
）
巧
時
犯
分

～
口
時
、
我
孫
子
地
区
公
民
館

対
先
着
犯
人

持
動
き
や
す
い
服
装

す
が
た

申
蕗
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
須
方
垂
画

７
１
８
４
１
５
９
０
４

無 楽蔚
雰
村
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

講
座
・
教
育
相
談

し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス

料
体
験
講
座

I
、

I海上自衛隊｢下総ｽｶｲﾌｪｽﾀ」鴨念煕目窒霧霧
’日時°場所①災曜日クラス"･5月7日1231m7183-2005/I(電話は木曜日を

がら毎週災曜日午前10時30分から正午、除く）

鱒繍鯏轆べーｼﾂ'一ボﾗﾝﾃｲｱ募集’
’30分､我開子地区公民館ほか外国人のお母さんのために．日本語教，
｜内容日本語の日常会話の習得

灘罵聯靴繍｜参加費無料(ﾃｷｽﾄ代は実費）

申し込み｡間電話がファクス(住所、国語は不要）

氏名､電話番号､出身国クラス名を明申し込み｡圃電話で4月20日(土)まで
記)で、4月20日(士)までに我孫子市国に同事務局冠7183-1231へ(木曜日を除

際交流協会(AIRA)事務局恋7183-く）

海上自衛隊下総航空墓地で､恒例の下総スカイフエスタが開催されます。

新緑の中、広い墓地内で楽しい一日を過ごしてみませんか。

YS11体験搭乗申し込み往復ハガキ

(中学生以上｡1枚で2人まで）に郵便

番号､住所､氏名､年齢$職業､電話番

号$返信欄に返信先を明記し、4月30日

(必着）までに〒277-8661東葛飾郡沼

南町藤ヶ谷海上自衛隊下総教育航空群広

報室｢体験搭乗｣係へ(応募者多数の場

合は抽選）

間下総教育航空群広報室公7191-2501

日時5月25日(土)・26日(日)午前9時

から午後3時(入場無料）

場所海上自衛隊下総航空墓地(沼南町

藤ヶ谷）

内容航空ショー、YS11体験搭乗(25

日のみ)、落下傘降下､音楽隊の演奏、

ドリル演技､八戸華炎太鼓､花電車の運

I轍蹴此桶駝州詞。

ﾛ

’
I
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楊
名
時
気
功
太
極
拳
と

う
ラ
バ
タ
ン
ス

日
・
所
毎
週
火
確
日
哩
時
媚
分
～

岼
時
喧
分
、
我
孫
子
地
区
公
民
館

対
先
着
加
入

費
１
回
７
０
０
円

申
電
話
で
宇
田
壷
７
１
８
４
１
６

２
２
４
ま
た
は
当
日
会
場
で

健
康
体
操
自
彊
（
じ
き
ょ
う
）
術

・
別
日
無
料
体
験
講
習
会

日
・
所
４
月
四
日
・
お
日
（
金
）
、

時
～
皿
時
犯
分
、
泉
自
治
会
集
会
所

対
各
日
先
着
画
人

持
タ
オ
ル
（
動
き
や
す
い
服
装
で
）

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
井
戸
容
囲

７
１
８
３
１
１
９
３
９

国
家
公
務
員
了
種
§
Ⅲ
種
）

①
Ｉ
種
試
験

受
験
資
格
◎
昭
和
“
年
４
月
２
日

～
同
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◎
昭
和
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
を
卒
業
（
来
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
）
の
方

第
一
次
試
験
日
６
月
９
日

②
Ⅱ
種
試
験

受
験
資
格
◎
昭
和
媚
年
４
月
２
日

～
同
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

一
（
新
木
・
１
歳
２
カ
月
）

は
り
が
や

張
ケ
谷
み
ゆ
き
ち
ゃ
ん

ｌ
川
１
１

１

＝'一一一

す
こ
や
か
ち
や

、国

◎
昭
和
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
（
来

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
）
の
方

第
一
次
試
験
日
７
月
７
日

③
Ⅲ
種
試
験

受
験
資
格
行
政
事
務
ほ
か
：
．
昭
和

元
年
４
月
２
日
～
同
釦
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
郵
政
事
務
Ａ
・
Ｂ
：
、

昭
和
粟
年
４
月
２
日
～
同
釦
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
税
務
…
昭
和
釘

年
４
月
２
日
～
同
“
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方

第
一
次
試
験
日
９
月
８
日

申
込
期
限
①
・
②
は
５
月
９
日
、

③
は
６
月
四
日
～
配
日

※
詳
し
く
は
、
人
事
院
関
東
事
務
局

第
二
課
云
０
４
８
１
７
４
０
１
２
０

０
７
へ
。

受
験
資
格
◎
昭
和
訓
年
４
月
２
日

～
同
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

◎
昭
和
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
を
卒
業
（
来
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
）
の
方

申
込
期
限
５
月
９
日

第
一
次
試
験
日
６
月
妬
日

※
詳
し
く
は
、
柏
税
務
署
総
務
課
垂

７
１
４
６
１
２
３
２
１
へ

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

委
嘱
期
間
７
月
１
日
か
ら
２
年
間

国
税
専

１
１
１

門

官

対
象
河
川
利
根
川

対
市
内
在
住
で
、
利
根
川
付
近
に

お
住
ま
い
の
加
歳
以
上
の
方

謝
礼
実
愛
程
度

申
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
団
体
名
（
所
属
し
て
い
る
方
）
、

自
治
会
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
活
動

へ
の
参
加
経
験
、
活
動
範
囲
の
希
望
、

応
募
理
由
・
利
根
川
の
感
想
、
河
川

愛
護
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
を
明
記

し
、
５
月
諏
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２
８
７
１
８
５
１
Ｏ
佐
原
市
佐
原
イ

４
１
４
９
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流

工
事
事
務
所
管
理
課
垂
０
４
７
８
１

粟
－
６
３
９
７
皿
０
４
７
８
１
粟
Ｉ

９
７
２
９

'■■■■■■■

勤
務
日
・
所
火
～
土
曜
日
９
時
如

分
～
”
時
犯
分
、
小
規
模
作
業
所
み

ん
な
の
広
場
「
風
」
（
久
寺
家
）

対
障
害
者
に
理
解
が
あ
り
、
体
力

に
自
信
の
あ
る
方

※
賃
金
な
ど
、
詳
し
く
は
同
作
業
所

佐
藤
壷
四
７
１
８
６
１
０
７
２
８

（
９
時
如
分
～
面
時
如
分
に
限
る
）

日
・
所
毎
月
第
１
．
３
土
曜
日
画

時
如
分
～
妬
時
犯
分
、
市
民
会
館

対
東
西
文
化
交
流
の
歴
史
に
関
心

の
あ
る
方

内
朝
鮮
と
日
本
の
関
係
史
ｌ
善
隣

と
友
好
の
歴
史

費
年
額
６
０
０
０
円

申
電
話
で
米
山
壷
７
１
８
４
１
３

あ
び
ニ
ン
ル
ク
ロ
ー
ド
巷
Ｉ
ク
ル
会
震

小
規
模
作
業
所
職
員

忘れずに納めましょう

納期限
(ﾛ離曹日）

タ

納付を口座振替にすると、

納め忘れもなく便利です。
ぜひご利用ください。

子
供
英
会
話

一
パ
ピ
ィ
ラ
ン
ド
会
員

日
・
所
毎
週
第
２
．
４
木
曜
日
、

時
～
廻
時
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
市
民
プ
ラ
ザ

内
初
中
級
（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
中
心
）

費
月
額
２
５
０
０
円
（
入
会
金
２

０
０
０
円
）
漁
腱
仔

申
電
話
で
高
畑
壷
７
１
８
７
１
１

９
１
４

６
３
９

日
毎
週
月
・
木
曜
日
”
時
～
四
時

所
湖
北
台
西
小
学
校
体
育
館

対
小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
、

先
着
和
人

費
月
額
１
０
０
０
円

申
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
学

年
、
電
話
番
号
を
明
記
）
で
飯
田
画

７
１
３
９
１
０
３
５
１

問
飯
田
垂
０
９
０
１
３
２
１
１
１

５
５
０
６

日
・
所
毎
週
水
曜
日
喧
時
～
喝
時
、

我
孫
子
地
区
公
民
館

対
幼
稚
園
児
～
小
学
２
年
生

費
．
月
額
３
５
０
０
円
（
教
材
費
ほ

か
）
〈
入
会
金
１
０
０
０
円
〉

申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
中
村
垂
四

７
１
８
５
１
５
７
５
７

例
会
の
日
。
所
毎
月
第
２
土
曜
日

鳩
時
釦
分
～
幻
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

対
完
歳
ま
で
の
方

費
年
額
６
０
０
０
円
（
入
会
金
１

０
０
０
円
）
〈
保
険
料
別
途
〉

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別

０
０
０
円
）
〈
保
険
蜘

申
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

ｌ
ｉ

、
祁
帳
棚

脚く
刎
剛
脇

蝋
》
剤
岬

我
孫
子
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
会
員

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

我
孫
子
山
の
会
会
員

I

ト

I

テレホンガイド
声の便利帳

’

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
４
月

知
日
（
必
着
）
ま
で
に
つ
く
し
野
７

の
７
の
４
高
山
タ
カ
子
（
折
り
返
し

会
の
案
内
を
送
付
）

問
高
山
垂
７
１
８
２
１
２
８
１
１

日
。
所
毎
週
月
．
金
曜
日
四
時
～

酌
時
釦
分
、
毎
週
日
曜
日
畔
時
～
暉

時
、
白
山
中
学
校
武
道
場

対
中
学
生
以
上

費
月
額
１
０
０
０
円
（
入
会
金
２

０
０
０
円
）

申
電
話
で
鈴
木
壷
７
１
８
５
１
０

６
９
５
ま
た
は
会
場
で

日
毎
週
日
曜
日
小
・
中
学
生
．
：
９

時
～
、
時
・
高
校
生
以
上
…
ｍ
時
犯

分
～
廻
時

所
並
木
小
学
校
体
育
館

対
初
心
者
・
年
配
者
可

費
小
・
中
学
生
月
額
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
上
月
額
３
０
０
０
円

申
電
話
で
吉
岡
壷
７
１
８
４
１
２

５
７
７

日
毎
週
日
曜
日
９
時
如
分
～
ｎ
時

犯
分

所
湖
北
台
西
小
学
校
体
育
館

対
小
学
１
～
６
年
生

費
月
額
５
０
０
円
（
入
会
金
３
０

０
０
円
）

申
当
日
会
場
で
受
け
付
け

問
秋
葉
冠
７
１
８
８
１
８
４
７
０

日
・
集
合
場
所
毎
週
日
耀
日
６
時

犯
分
～
８
時
犯
分
、
手
賀
沼
公
園
多

目
的
広
場
（
雨
天
中
止
）

内
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
、
師
）

対
加
歳
以
上
の
方

費
年
額
２
０
０
０
円

申
電
話
で
清
水
垂
７
１
８
２
１
１

４
２
８

初
心
者
の
た
め
の

合
気
道
教
室
受
講
者

リ
ト
ル
。
力
｜
雪
で
ク
ラ
ブ
会
員

若
竹
剣
友
会
会
員

我
孫
子
走
友
会
会
員

、

専
門
調
理
師
。
調
理
技
能
士
試
験

試
験
区
分
す
し
料
理
、
中
国
料
理
、

給
食
用
特
殊
料
理

試
験
日
実
技
．
・
・
７
月
型
日
～
８
月

零
日
学
科
：
・
７
月
王
日

申
込
期
限
５
月
、
日

※
詳
し
く
は
、
（
社
）
調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー
念
０
３
１
３
５
８
４
１
１

９
３
１
へ
。

◎
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
・
所
毎
週
火
曜
日
、
時
～
、
時

犯
分
、
湖
北
台
西
小
学
校
地
域
交
流

教
室

費
月
額
３
０
０
０
円

申
電
話
で
田
村
壷
７
１
８
８
１
５

９
１
７

日
・
所
毎
週
水
曜
日
四
時
～
加
時

弛
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

内
健
康
リ
ズ
ム
体
操

費
月
額
３
０
０
０
円
（
体
験
無
料
）

申
砺
話
で
的
山
垂
７
１
８
８
１
８

３
５
１ 一

ア
ゼ
リ
ア

ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
会
員

日
４
月
率
旦
木
逼
時
如
分

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
垂
７
１
８

５
１
１
１
５
１

日
毎
週
金
曜
日
、
時
～
皿
時
釦
分

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

費
月
額
３
２
０
０
円

申
電
話
で
中
川
壷
７
１
８
３
１
３

３
８
１お

し
ら
せ
雲

定
例
教
育
委
員
会

健
康
太
極
拳
ク
ラ
ブ
会
員

Ｊ
Ｔ
Ａ
湖
北
太
極
拳
会
員

〆 、

／ ‐~－－－、

生涯学習ｾﾝﾀー｢ｱビｽﾀ」

ﾎー ﾑペー ジを開設
法記念日にビデｵ上映会

「人権｣をﾃーﾏに
第23回憲法を考える市民の集い
‘‘くらしに生かそう平和憲法"をテー

マに‘毎年5月3日に｢憲法を考える市

民の集い｣を開催しています。

今回は､作家の佐野眞一さんをお招き

し､今の日本の政治･経済やこれからの

日本のあり方を語っていただきます。

日時｡場所5月3日(祝)午後1時30分

から4時､市民会館(参加無料）

テーマ「/ンフィクション作家の見た

日本社会の危機」講師･･佐野眞一さん

固憲法を考える市民の集い実行委員会

浜田窓7183-2789

市では､憲法記念日に｢人権」をテーマにした

デｵを上映します。(入場無料）

日時｡場所5月3日(祝)午後0時30分から4時‘

市民会館(時間中随時上映）

上映ビデｵ①｢虐待から子どもたちを守るため

に｣…深刻化する児菫虐待を未然に防ぐ取り組み

を＄ドラマとドキュメンタリーで紹介。(53分）

②｢ヒューマンライツシンフォニー」･･世界人

権宣言の重要性や､法務省の人権擁護機関の役割

などを､辰巳瑚獅案内。(40分）

固生活支援課内線377

Mw,,WQqplaui

o･Ghiba__iM0

生涯学習センター「アビスタ」のホー
ムページを開設しました。

ホームページでは､我孫子地区公民館
と湖北地区公民館の学習室の空き状況が
確認できます。また､学習事業､団体、
施設などの情報も提供しています。
なお、このホームペーヅは､市のホー

ムページにもリンクしています。

間生涯学習ｾﾝﾀー 冠7182-0622

凸

佐野眞一さん

1947年東京生まれ｡97年『旅す

る巨人』で第28回大宅壮一ノン

フィクション賞を受賞。『カリ

スマj『凡宰伝｣『だれが｢本」

を殺すのかjほか著書多数｡松

戸市在住。！
－－－ノ

項 目

固定資産税第1期

水道料金

30(火）

25体）

ファクスガイド
ファクス便剰帳
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日
時
・
場
所
５
月
５
旦
祝
）
午
後

０
時
弛
分
か
ら
４
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

内
容
専
門
医
に
よ
る
講
義
「
植
え

込
み
間
も
な
い
人
．
近
々
植
え
替
え

る
人
」
、
質
疑
応
答

対
象
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着
者
、

装
着
予
定
者

参
加
蜜
１
０
０
０
円
（
賓
料
代
他
）

申
し
込
み
。
固
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
日
本
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
友
の

み
動
・
ふ

会
・
干
布
容
囲
７
１
８
４
１
６
１
２

８
（
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
住
所
、
氏

市
民
図
書
館
｛
ア
ビ
ス
タ
内
）
は
開
館
時
間
を
延
長

湖
北
台
。
布
佐
分
館
は
従
来
ど
お
り
午
後
５
時
ま
で

〆

心
臓
べ
Ｉ
ス
エ
Ｉ
カ
ー
趣
議
会

やかな環境づくり賞
li

IM 表彰候補者を

推薦してください

開
館
時
間

◎
市
民
図
書
館
〈
ア
ビ
ス
タ
内
）

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
…
午
前
９
時
加

分
か
ら
午
後
８
時
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
：
牛
前
９
時
犯
分
か
ら
午
後
５
時

◎
湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館

火
曜
日
か
ら
日
曜
日
：
牛
前
９
時
如

分
か
ら
午
後
５
時

休
館
日
全
館
毎
週
月
畷
日
、
毎
月

第
２
火
曜
日
、
特
別
整
理
日
、
哩
月

塑
日
か
ら
１
月
４
日

圃
市
民
図
書
館
垂
７
１
８
４
１
１

１
１
０

市
で
は
、
第
５
回
ぎ
わ
や
か
な
環

境
づ
く
り
蛍
の
候
補
者
を
募
集
し
ま

す
。

こ
の
賞
は
、
５
年
以
上
に
わ
た
っ

て
ま
ち
の
環
境
美
化
や
、
資
源
の
再

利
用
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
き
い
。

対
象
①
日
常
的
に
ポ
イ
捨
冨
寡

の
回
収
な
ど
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

日
時
。
場
所
４
月
幻
日
（
土
）
正
午

か
ら
午
後
４
時
、
サ
ン
ロ
ー
ド
津
田

沼
（
京
成
津
田
沼
駅
ビ
ル
６
瞳

内
容
①
補
装
具
の
展
示
相
談
コ
ー

ナ
ー
②
講
演
「
ざ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

ー
マ
管
理
に
つ
い
て
」
講
師
。
：
品
田

ひ
と
み
さ
ん
（
専
門
看
護
師
）

③
ス
ト
ー
マ
別
相
談
会
相
談
員
．
：

品
田
ひ
と
み
ざ
ん
、
江
幡
智
栄
ざ
ん

対
象
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ

の
家
族
、
医
療
関
係
者

名
、
電
話
番
号
を
明
起

オ
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

１
Ｆ

Ｒ
■
一
■
ｈ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

日
時
５
月
唱
旦
士
）
午
前
９
時
釦

分
か
ら
午
後
４
時

場
所
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
セ
ン
タ

ー
（
木
更
津
市
矢
那
１
６
３
７
）

※
木
更
津
駅
か
ら
送
迎
バ
ス
有
り

内
容
◎
講
演
①
「
パ
ー
キ
ン
ソ

る
方
②
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
を
種
極
的
に
推
進
し
て
い
る
方

表
彰
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

選
考
し
、
５
月
の
「
環
境
月
間
」

に
表
彰
し
ま
す

応
募
方
法
・
固
ハ
ガ
キ
に
推
薦

す
る
個
人
・
団
体
名
、
活
動
内
容
、

推
薦
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
４
月
塑
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
中
峠
２
２
６
４
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
念
７
１
８
７
１

０
０
１
５
へ

参
加
費
無
料

※
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ

画
（
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千

葉
県
支
部
垂
０
４
７
１
４
５
２
１
６

４
３
３
（
月
・
火
・
金
曜
日
の
午
前

、
時
か
ら
午
後
５
時
）

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

第
朋
回
全
国
大
会

レンヶ減いっぱい

|団

■
‐
ｒ
』
二
－
■
且
Ｆ
■
■
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｐ

ン
病
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
講

師
・
・
・
佐
々
木
健
ざ
ん
（
千
葉
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部
長
）

②
雲
と
と
も
に
生
き
た
四
十
笙

識
師
：
三
浦
光
世
さ
ん
（
作
家
・
三

浦
綾
子
ざ
ん
の
夫
）
③
「
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
に
お
け
る
自
律
神
経
障

害
」
講
師
：
服
部
孝
道
さ
ん
（
千
葉

大
学
医
学
部
教
授
）
◎
体
験
発
表

（
患
者
、
介
護
者
）
◎
分
科
会

定
員
７
０
０
人

参
加
費
無
料

※
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ

画
同
会
千
葉
県
支
部
・
永
江
垂
皿

０
４
７
１
４
５
０
‐
１
１
６
３
３

、

市
の
福
祉
バ
ス
を
競
売

市
は
、
不
要
と
な
っ
た
福
祉
バ

ス
（
平
成
３
年
３
月
初
度
登
録

釘
人
乗
り
）
を
競
売
し
ま
す
。

こ
の
バ
ス
を
ご
希
望
の
方
は
、

次
の
日
程
に
お
越
し
く
だ
き
い
。

説
明
会
日
時
。
場
所
４
月
聖
日

希
望
者
は
説
明
会
に
ご
参
加
を

柏
献
血
ル
ー
ム
が
年
中
無
休
に
な

り
ま
し
た
。
（
柏
そ
ご
う
の
休
業
日

を
除
く
）

現
在
、
全
国
で
１
年
間
に
約
６
０

０
万
人
（
延
べ
人
数
）
の
方
か
ら
、

献
血
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
ま
す
が
、

成
分
献
血
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
年
中
無
休
に
し
た
も
の
で
す
。

受
付
時
間
午
前
、
時
か
ら
午
後
１

時
、
午
後
２
時
か
ら
５
時
刃
分

固
柏
献
血
ル
ー
ム
（
柏
そ
ご
う
５

瞳
壺
７
１
６
７
１
８
０
５
０

（
月
）
午
後
１
時
犯
分
、
市
役
所
分

館
大
会
議
室

入
札
日
時
・
場
所
４
月
率
日

釜
）
午
後
１
時
犯
分
、
市
役
所
分

館
大
会
議
室

圏
生
活
支
援
課
・
内
線
３
７
７

市
は
、
腱
業
活
性
化
の
一
難
と
し

て
、
高
野
山
新
田
・
親
水
広
場
周
辺

の
田
（
１
万
５
０
０
０
㎡
）
に
、
農

家
と
協
同
で
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
を
栽
培
し

ま
し
た
（
写
真
）
。

レ
ン
ゲ
ソ
ウ
は
、
例
年
４
月
中
旬

か
ら
５
月
の
連
休
ま
で
観
賞
で
き
ま

す
。
（
今
年
は
、
開
花
が
２
週
間
ほ

ど
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
）

観
蛍
後
は
、
稲
作
の
有
機
肥
料

（
緑
肥
）
と
し
て
活
用
き
れ
ま
す
。

な
お
、
４
月
下
旬
に
は
、
ハ
チ
ミ

ツ
採
取
の
作
業
が
見
学
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
農
政
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
ざ
い
。

固
農
政
課
・
内
線
５
１
１

献
血
に
ご
協
力
を

柏
献
血
ル
ー
ム
が
年
中
無
休
に I１

ｋ
文芸だより

一
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山 本寛太選 竹内旦選

水
鳥
の
旅
立
ち
ゆ
き
て
静
か
な
る
沼
の
辺
の
道
初
桜

咲
く

須
田
利
夫

た
ま
は
り
し
小
包
解
け
ば
山
芋
の
黒
土
ほ
ろ
ろ
と
崩

に
ほ

れ
て
匂
ふ
新
藤
道
子

房
州
の
菜
花
料
理
に
魅
せ
ら
れ
て
我
れ
も
作
れ
り
菜

花
の
御
飯
新
堀
孝
女

未
だ
も
や
芽
吹
か
ぬ
伊
豆
の
山
々
に
河
畔
を
染
め
て

河
津
桜
咲
く

馬
場
千
鶴
子

ひ
ば
り

沼
の
べ
の
ひ
ろ
き
冬
田
に
な
く
雲
雀
ひ
と
つ
落
つ
れ

ば
ま
た
一
つ
鳴
く

三
谷
和
夫

乗
皇
も
今
繧
ら
言
患
琴
驍
し
込
轟

下
に
置
か
る

森
か
つ
子

琵
寶
る
参
諄
纈
な
る
世
笙
き
行
く
な

ら
む
暗
き
世
相
に

海
老
塚
恵
美
子

叫
い
い

棚
干
の
朽
ち
し
小
橘
を
渡
り
行
く
母
亡
き
生
家
は
廃

塞
と
な
り
ぬ
小
林
光
江

春
か
な
し
吾
を
忘
る
る
老
父
か
な

こ
も
り
ぬ

柳
の
芽
映
り
て
を
り
ぬ
隠
沼
に

け
恥
め
い

鶏
鳴
の
や
わ
ら
ぎ
の
中
初
桜

ひ
な

ひ
そ
ひ
そ
と
八
十
路
の
妻
と
雛
飾
る

が
ん
ぶ
く

眼
福
や
隣
家
の
紅
梅
借
景
に

ろ
う
ら
ん

楼
柵
の
国
は
る
か
な
り
黄
砂
来
る

豊
後
梅
び
っ
し
り
と
花
つ
け
に
け
り

ほ
つ
こ
り
と
福
寿
草
咲
く
一
茶
庵

Ｉ

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
人
家
の
庭

や
公
園
で
ア
セ
ビ
の
花
が
目
に
つ
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
セ
ビ
は
別
名
を
ア
セ
ボ
、
ま
た

は
ア
シ
ビ
と
い
い
、
花
は
二
月
下
旬

》
琴
つ

か
ら
五
月
頃
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。

「
別
れ
来
て
ほ
つ
り
と
白
し

花
あ
し
ぴ
」
楠
本
窓
吉

つ
ぼ壷

形
の
花
が
集
ま
っ
て
垂
れ
る
ア

アセビ

(つつじ科）
下
田
繁
樹

町
田
進

須
田
利
夫

四
本
俊
行

山
口
魁

壁
谷
千
鶴
子

斉
藤
幸
子

津
村
阿
里

雌
な
ぷ
墓

セ
ビ
の
花
房
は
風
情
が
あ
り
、
歌
人

０
し
ゆ
誉
い

伊
藤
左
千
夫
は
主
宰
し
た
短
歌
雑
誌

の
名
を
『
録
酔
狂
』
と
し
ま
し
た
。

ア
セ
ビ
が
多
い
奈
良
公
園
に
は
シ

カ
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
シ
カ
は

毒
の
あ
る
ア
セ
ビ
を
食
べ
ま
せ
ん
。

ア
セ
ビ
に
含
む
主
な
毒
は
ア
セ
ボ

ト
キ
シ
ン
で
、
こ
れ
は
葉
を
か
む
と

に
が苦

く
感
じ
る
成
分
で
す
。
ア
セ
ビ
を

あ
や
主
お
う
と
げ
り

過
っ
て
食
べ
る
と
、
嘔
吐
や
下
痢
な

ど
の
症
状
が
出
る
と
い
い
ま
す
。

ア
セ
ビ
を
馬
酔
木
と
書
く
の
は
、

牛
馬
が
こ
の
葉
を
食
べ
る
と
、
酔
っ

た
よ
う
に
ふ
ら
ふ
ら
に
な
る
か
ら
だ

せ
ん

と
い
わ
れ
ま
す
。
ア
セ
ビ
の
煎
じ
汁

は
、
か
つ
て
農
作
物
の
害
虫
駆
除
や

牛
馬
の
皮
膚
の
寄
生
虫
駆
除
の
薬
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

Ⅱ
識
り
ま
す
Ⅱ

無
料
で
＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
（
母
子
家
庭
の
方
限
定
）
佐

藤
壷
７
１
８
８
１
２
１
４
７

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

有
料
で
＊
津
軽
三
味
線
〈
柴

沼
云
７
１
８
６
１
３
３
２
４
〉

無
料
で
＊
ス
キ
ー
用
ス
ト
ッ

ク
、
擬
ゴ
ザ
〈
池
田
垂
７
１
８

８
１
４
４
５
９
〉

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

取
り
扱
う
品
物
は
、
日
用
雑

貨
等
の
耐
久
消
磯
財
で
す
。
衣

類
、
自
動
車
、
生
き
物
は
取
り

扱
い
ま
せ
ん
。

画
ふ
れ
あ
い
工
房
垂
７
１
８

６
１
５
５
０
０

不用品
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人口ど世篭数(4月1日蹄皇)*人口129,039人外国人817人／n世帯数48,296世帯厩鍵この広報紙は100%再生紙・大豆インクを使用しています


